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受験番号

氏　　名

1. 答案用紙の記入にあたっては、HB又はBの黒鉛筆を使用すること。

2. 解答はすべて解答用紙に記入すること。

3. 解答用紙の記入方法は、正しいと思われる○数字を塗りつぶすこと。

 正解　　①　→　●

4. 間違った場合は、消しゴムできれいに消すか、消えない場合×印を

 入れること。正解が判別できない場合は不正解とします。

 ●訂正　→◯ or

5. 受験番号と氏名の記入をお願いします。

江別まち検定試験　　第14回　　上級編

問　題　用　紙

（制限時間　60分）

令和6年11月24日

注意事項



次の文章の（　）に入る解答を下記の問1～問5の選択肢からそれぞれ選んで下さい。

問1. 　①福生　　　　　　②立川　　　　　　③丘珠　　　　　　④女満別

問2. 　①福生　　　　　　②立川　　　　　　③丘珠　　　　　　④女満別

問3. 　①目黒　　　　　　②練馬　　　　　　③八王子　　　　　④世田谷

問4. 　①１名　　　　　　②４名　　　　　　③７名　　　　　　④10名

問5. 　①山田利雄　　　　②金子薫蔵　　　　③松川清　　　　　④古田島薫平
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　第二次世界大戦の終戦間近、航空機の緊急増産を行うため、王子製紙江別工場が航空機

工場への転換を迫られ、王子航空機株式会社となりました。これにより飛行場用地や従業員

の社宅などの建設用地確保のため、江別で初めての都市計画を行うこととなりました。

　王子航空機株式会社は、四式戦闘機「疾風」をモデルに木製戦闘機キ-106の製作にとり

かかります。試行錯誤を繰り返し、1945年6月に第1号機が（問1）飛行場に向けて飛行しま

した。2号機は6月に完成し、8月13日（問2）飛行場へ飛んでいきました。

　7月9日には拓北農兵隊として東京都（問3）から33世帯が入植、7月15日には江別空襲が

あり、（問4）が死亡。同年7月には坪松唯三郎町長が退任し、元渡島支庁長の（問5）が江別

町長に就任しました。

　終戦後1994年、当時王子航空機の社員だった方からの証言に基づき、早苗別川河畔から

約5000枚の設計図や生産計画書などの関係文書が発見され、一部を郷土資料館で公開して

います。
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問6. 　江別市で1番最初に国の重要文化財に指定された遺跡はどこでしょう。

 　①萩ケ岡遺跡　　　②高砂遺跡　　　　③坊主山遺跡　　　④江別太遺跡

問7. 　江別最初の定住者である立花由松はどこの雇員として定住したのでしょう。

 　①荒木屋　　　　　②阿部屋　　　　　③鈴木屋　　　　　④山田屋

問8. 　樺太から移住したアイヌの人々の間で明治19年、20年に多くの死者を出した

 　感染症は次のうちどれでしょう。

 　①コレラ　　　　　②結核　　　　　　③かっけ　　　　　④ペスト

問9. 　江別で最初の名誉市民となった人物は誰でしょう。

 　①名越源五郎　　　②久保兵太郎　　　③町村敬貴　　　　④岩田正勝

問10. 　1954年江別市が市制施行した当時の人口はどのくらいだったでしょう。

 　①1万2千人　　　　②3万4千人　　　　③5万5千人　　　　④7万9千人



次の文章の（　）に入る解答を下記の問11～問15の選択肢からそれぞれ選んで下さい。

問11. 　①江別太　　　　　②ゆめみ野　　　　③西野幌　　　　　④東野幌

問12. 　①八幡　　　　　　②中島　　　　　　③篠津　　　　　　④美原

問13. 　①27m 　　　　　　②54m 　　　　　　③93m 　　　　　　④128m

問14. 　①支笏火山　　　　②樽前火山　　　　③恵庭火山　　　　④駒ヶ岳火山

問15. 　①南南西　　　　　②南南東　　　　　③北北西　　　　　④北北東
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　江別市の人口は約11万8千人（令和6年11月）、面積は187.38km2、最東端は豊幌南、最西端

は角山、最南端は（問11）、最北端は（問12）になります。

　全般的には平坦な地勢を形成しており、野幌丘陵と古砂丘の起伏があるほかは、市域の

大部分に低地が広がります。標高の最高は野幌丘陵南端部の（問13）、最低は北東部低地帯

の2.5mです。

　古砂丘は江別砂層と呼ばれる約3万年前に噴出した（問14）の火山灰が二次堆積してできた

もので、江別駅に近い神社山と飛鳥山はその名残です。

　江別市の平均気温は平成25年から令和4年の間で7.7℃、最高気温は令和3年に記録した

35.6℃、最低気温は昭和52年に-27.7℃を記録しています。

　風は、地勢の関係から日本海～太平洋に四季を通じて強く、特に4月～5月ころには（問15）

の強風が特徴的です。
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問16. 　江別市が転入超過数で全国20位以内に入っている世代はどの世代でしょう。

 　①0～14歳 　　　　②15歳～19歳　　　③20歳～29歳　　　④60歳～69歳

問17. 　もと野幌兵村の公有地で12丁目から15丁目にあたる土地は、昭和10年まで

 　何と呼ばれていたでしょう。

 　①大麻部落　　　　②麻畑　　　　　　③大曲　　　　　　④小野幌

問18. 　次の説明文は野幌森林公園内のどのコースの説明となるでしょう。

 　「高低差のある遊歩道で春はウグイスやヤブサメの声が聞こえます。

 　　本線の南側には、モミジコース・カラマツコース・エゾマツコースの

 　　3つの観察コースがあります。」

 　①大沢コース　　　②四季美コース　　③志文別線　　　　④瑞穂線

問19. 　江別市内はシベリアなどに向かう渡り鳥が多く飛来していますが、

 　どこを中継地として向かうでしょう。

 　①宮島沼　　　　　②朱鞠内湖　　　　③カムイト沼　　　④コムケ湖

問20. 　江別の街路樹にも多く、アイヌ語でチキサニと呼ばれ、火おこし棒の材料としても

 　使われていた樹木はどれでしょう。

 　①イチョウ　　　　②ナナカマド　　　③ヤナギ　　　　　④ハルニレ



次の文章の（　）に入る解答を下記の問21～問25の選択肢からそれぞれ選んで下さい。

問21. 　①本町通り商店街　　　　　　　　　　②中央通り銀座商店街

 　③大麻中町商店街　　　　　　　　　　④野幌商店街

問22. 　①中央デパート　　　　　　　　　　　②7丁目ストア

 　③王子サービスセンター　　　　　　　④元江別マート

問23. 　①中央デパート　　　　　　　　　　　②7丁目ストア

 　③王子サービスセンター　　　　　　　④元江別マート

問24. 　①大麻東町商業協同組合　　　　　　　②大麻銀座商店街

 　③大麻中町商店街　　　　　　　　　　④大麻扇町商店街

問25. 　①ドライブインシアター　　　　　　　②歩行者天国

 　③花火大会　　　　　　　　　　　　　④地域通貨
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　商店街の活性化に取り組むため、昭和41年11月に江別商店街連絡協議会が結成しました

（後の市商連）。昭和43年3月、初めての商店街振興組合が（問21）で結成され、以降各地

で組合が結成されていきました。札幌への購買力流出を防ぐ目的としてキーテナント方式

を模索し、昭和43年に初の共同店舗（問22）が完成、昭和48年には本町通りに（問23）が

開店しました。

　振興策はそれだけにとどまらず、昭和48年に新設された商店街振興のための補助金を活用

出来る制度ができ、その年に出来た（問24）では、アーケードやロードヒーティングなどへ

利用しました。

　先に戻り、昭和45年の江別商工観光夏まつりでは、旭川・帯広に次ぐ全道3番目の（問25）

が実施されました。
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問26. 　収穫量1854t(令和4年度統計）、道内屈指の作付量を誇る野菜はどれでしょう。

 　①レタス　　　　　②にんじん　　　　③なすび　　　　　④ばれいしょ

問27. 　江別市内の13のランドマークのうち、令和5年10月に撤去されたものがあります。

 　次のうちどれでしょう。

 　①　　　　　　　　　　　　　　　　　②

 　③　　　　　　　　　　　　　　　　　④

問28. 　平成12年、酪農学園大学や町村農場で稼働した発電システムは、

 　次のうちどれでしょう。

 　①太陽光発電　　　②水力発電　　　　③バイオガス発電　④バイオマス発電

問29. 　江別で最初に出来た第一工業団地はどこに存在するでしょう。

 　①角山　　　　　　②工栄町　　　　　③西野幌　　　　　④江別太

問30. 　平成13年に江別市農協や野幌農協を含む、石狩南部5つの農協が合併して

 　新しく出来た農協の名前はなんでしょう。

 　①JAいしかり南　　②JA南いしかり　　③JAいしかり　　　④JA道央



次の文章の（　）に入る解答を下記の問31～問35の選択肢からそれぞれ選んで下さい。

問31. 　①３　　　　　　　②５　　　　　　　③７　　　　　　　④９

問32. 　①将来　　　　　　②未来　　　　　　③幸福　　　　　　④発展

問33. 　①安心　　　　　　②勢い　　　　　　③輝き　　　　　　④幸せ

問34. 　①協力　　　　　　②協働　　　　　　③信頼　　　　　　④団結

問35. 　①情報発信・IT化　②情報共有　　　　③事務効率化　　　④PDCAサイクル
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　令和6年（2024）年度にスタートしたえべつ未来づくりビジョン（第（問31）次総合計画）

は、10年後の将来都市像などを示した「えべつまちづくり未来構想」と、前・後期それぞれ

5年間で重点的・集中的に取り組む「えべつ（問32）戦略」の2本柱で構成されています。

　未来構想の将来都市像を「（問33）が未来へつづくまちえべつ」とし、5つのまちづくりの

基本理念と9つのまちづくり政策を掲げています。前期5年間の（問32）戦略では、（問34）

を基盤として、5つの戦略を実行し、戦略を効果的に実施する推進機能として「（問35）」

を掲げています。
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問36. 　小中学生のICT教育のために、全生徒に配布している機器は次のうちどれでしょう。

 　①スマートフォン　②デスクトップPC　③タブレット　　　④電子手帳

問37. 　北海道立図書館内にある、旧樺太や千島列島などの資料を収集・保存している

 　施設は次のうちどれでしょう。

 　①アイヌ資料室　　②民俗資料室　　　③北方資料室　　　④北端資料室

問38. 　大麻駅前2号公園にあるモニュメントで正しいのはどれでしょう。

 　①七十周年記念塔　　　　　　　　　　②馬頭観音

 　③大麻開基百年記念碑　　　　　　　　④大麻団地開発記念碑

問39. 　大麻神社境内にある開村記念碑は大麻開基何年を記念したものでしょう。

 　①50周年　　　　　②70周年　　　　　③100周年 　　　　④120周年

問40. 　自治基本条例の基本原則において、市の仕事の責任としてあげられているのは

 　どれでしょう。

 　①真面目かつ正しく　　　　　　　　　②実直かつ忠実に

 　③中立かつ正確に　　　　　　　　　　④公正かつ誠実に



次の文章の（　）に入る解答を下記の問41～問45の選択肢からそれぞれ選んで下さい。

問41. 　①風の門　　　　　②生命樹　　　　　③フォーメン　　　④PEACE KEEPER

問42. 　①オルゴール　　　②不死鳥　　　　　③風見鶏　　　　　④風車

問43. 　①大麻東駅通り　　②大麻西駅通り　　③大麻南駅通り　　④大麻北駅通り

問44. 　①７号橋　　　　　②９号橋　　　　　③みずほ橋　　　　④つつみ橋

問45. 　①旧石器　　　　　②縄文　　　　　　③続縄文　　　　　④擦文
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　大麻公民館の前庭には、原田ミドー氏作（問41）の彫刻があります。駅に向かうと大麻

駅前1号公園があり、噴水中央に立つ時計塔には、先人の不屈の開拓魂と苦闘の足跡を10年

ごとの（問42）で示し、上部に付いています。

　大麻駅前から（問43）を江別方面に向かうと、左手に大麻駅前2号公園があり、アンダー

パスにかかる（問44）を渡り、階段を降りて2番通り側に向かった先の右手には、大麻中央

公園があります。道路沿いには、「大麻第5遺跡～（問45）文化の集落跡」の標柱が建って

います。大麻5遺跡は当時の住居跡やお墓が発見されており、出土した土器は大麻5式と

名付けられています。
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次の文章の（　）に入る解答を下記の問46～問50の選択肢からそれぞれ選んで下さい。

問46. 　①大麻東町ニュープラザ　　　　　　　②大麻銀座商店街

 　③大麻中町商店街　　　　　　　　　　④大麻扇町商店街

問47. 　①ふれあい広場　　②にこにこ広場　　③わくわく広場　　④いきいき広場

問48. 　①４体　　　　　　②６体　　　　　　③８体　　　　　　④10体

問49. 　①大麻晴美町自治会館　　　　　　　　②大麻園町自治会館

 　③大麻宮町自治会館　　　　　　　　　④大麻元町自治会館

問50. 　①つつじ公園　　　②れんげ公園　　　③みやまち公園　　④そのまち公園

　大麻体育館を背に正面に見える（問46）は、途中で公園を挟み、14丁目から15丁目まで

続く商店街です。そこから2番通りをさらに進み、いきいきセンターさわまちの裏手に（問47）

があります。ゲートボール場や健康遊具のほか、（問48）の動物の遊具などがあります。

　江別側に戻り、14丁目には大麻小学校と大麻神社があり、（問49）が隣接しています。

　大麻中央公園の終点である3番通りを超えて、（問50）公園に入ると大麻3遺跡の標柱が

建っています。大麻3遺跡から2体1組で発見された土偶は、学術的にも珍しく、昭和63年に

市の有形文化財に指定されました。


